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合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ

 当社は、製造業向けエンジニアおよび派遣ビジネス」を事業の柱とした中期経営計画を策定しており順調に推移しております。５月９日発表の「第三者割当により発行される株式及び新株予約権の募集に関するお知らせすでにお知らせしているとおりコイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに代表されるフィンテック技術、また、拡張現実（AR）、バーチャルリアリティ（に参入してまいります。この新規参入の柱として、また先駆けとして、当社は、育成を主な業務とした合弁会社（以下、「本合弁会社」といいます。）ールディングス（以下、「親会社」といいます。）お知らせいたします。 
 

 １．合弁会社設立の理由 現在、IT 業界において、ビットコイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに代表されるフィンテック技術、また、拡張現実（（IoT）など、新しい技術が急速に普及しつつあり、その必要とされる技術は複雑さを増しています。一方、充分な IT技術を有したエンジニアの不足は深刻であり、その育成環境も不十分な状況となっています。また、金融庁が金融とャー企業の育成をめざす有識者会議を開くなど官民一体となって環境整備に取り組む状況です。後このような技術を有したエンジニアは、すます不足することが予想されます。
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合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ合弁会社の設立に関するお知らせ 当社は、製造業向けエンジニアおよび IT エンジニアの派遣事業を営んでおり、「高付加価値の人材派遣ビジネス」を事業の柱とした中期経営計画を策定しており順調に推移しております。第三者割当により発行される株式及び新株予約権の募集に関するお知らせすでにお知らせしているとおり、当社では、今後、大きく成長が見込まれる先端的コイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに代表されるフィンテック技術、また、）、バーチャルリアリティ（VR）、Internet of  Things（IoT）など）の事業へに参入してまいります。この新規参入の柱として、また先駆けとして、当社は、（以下、「本合弁会社」といいます。）を当社親会社の株式会社夢真ホ（以下、「親会社」といいます。）と協力しながら設立することを決定しましたので、記 業界において、ビットコイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに代表されるフィンテック技術、また、拡張現実（AR）、バーチャルリアリティ（VR）など、新しい技術が急速に普及しつつあり、その必要とされる技術は複雑さを増しています。技術を有したエンジニアの不足は深刻であり、その育成環境も不十分な状況となっ金融庁が金融と IT（情報技術）を融合した「フィンテック」に強みをもつベンチャー企業の育成をめざす有識者会議を開くなど官民一体となって環境整備に取り組む状況です。後このような技術を有したエンジニアは、2020年までに 3.5万人程度必要であるといわれており、ますます不足することが予想されます。 

 

 

2016年 5月 20日 夢テクノロジー 
JASDAQ） 代表者名：代表取締役社長 本山 佐一郎 問合せ先：取締役副社長 金子 壮太郎 ） 

エンジニアの派遣事業を営んでおり、「高付加価値の人材派遣ビジネス」を事業の柱とした中期経営計画を策定しており順調に推移しております。  第三者割当により発行される株式及び新株予約権の募集に関するお知らせ」で、当社では、今後、大きく成長が見込まれる先端的 IT 技術（ビットコイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに代表されるフィンテック技術、また、など）の事業へ新たに本格的に参入してまいります。この新規参入の柱として、また先駆けとして、当社は、IT エンジニアの人材当社親会社の株式会社夢真ホ設立することを決定しましたので、
業界において、ビットコイン、クラウドファンディングおよびブロックチェーンなどに

VR）、Internet of  Things）など、新しい技術が急速に普及しつつあり、その必要とされる技術は複雑さを増しています。技術を有したエンジニアの不足は深刻であり、その育成環境も不十分な状況となっ（情報技術）を融合した「フィンテック」に強みをもつベンチャー企業の育成をめざす有識者会議を開くなど官民一体となって環境整備に取り組む状況です。今万人程度必要であるといわれており、ま



このような環境の中、当社グループは、今後の IT業界を牽引し、国内のみならず世界で活躍できる人材を創出すべく、時代のニーズにあった超実践型教育制度による先端 IT技術に特化した、即戦力人材育成機関を開設いたします。業界において、このような先端 IT技術に特化した研修制度を構築している会社はなく、当社はいち早く対応してまいります。具体的には、一定程度 IT技術力のあるエンジニアに対して、先端 IT技術力のある講師が、実践的な教育を実施して行きます。このために元 IBMのエンジニアで先端的 IT技術分野において 30年以上経験のある人材や人材教育業務を 20年以上実施している人材等を講師とすることが決定しております。 また、本事業の推進のため、IT 業界において経験豊富であり、知見が深い長谷川 将氏（日本サード・パーティ株式会社 取締役会長）を特別顧問として招聘することが決定しております。 本合弁会社設立後、2名の講師を核として、ただちに対象 IT人材の募集をかけ、速やかに本格的に研修を実施する予定であり、大々的に人材を集めて研修を実施する予定です。このため、一定程度 IT技術力のあるエンジニアを国内だけではなく、広く世界から集めてまいります。 また、現在のあいまいな IT 技術力の基準についても本合弁会社で新たに明確な IT 技術力の基準を設定し、先端的 IT 技術から汎用的な IT 技術まで、本合弁会社の基準を業界標準として広くひろめていくことも予定しております。 そして、本合弁会社の事業が軌道にのった段階で、時代のニーズにあった先進的な高い技術力をもった IT人材の派遣に特化した派遣会社を親会社と設立することを予定しており、当社は、この新たに設立予定の派遣会社とともに、育成した高い技術力をもった人材をリーダーとして IT業界に対して派遣し、リーダーに付随するサポート人材もあわせて派遣してまいります。派遣業界においても、このような先端的な IT技術に特化した派遣会社はなく、国内及び海外における幅広いニーズに対して応えていく予定です。 
 ２．事業の概要 （１）教育ビジネス ・大型プロジェクトマネージャー経験者、上級プログラマーなどスキルと実績を兼ね備えた 講師陣を迎えての、超実践型教育による即戦力人材育成 ・実践で成果を出したエンジニアの技術ヒストリー認定制度 
  



３．設立する合弁会社の概要 （1）名称 株式会社夢エデュケーション （2）設立年月 2016年 5月 20日 （3）所在地 東京都千代田区丸の内一丁目 4番１号 （4）代表者名 代表取締役社長 佐藤 大央 （5）役員構成（予定） 佐藤 大央 株式会社夢真ホールディングス 代表取締役社長 原口 信克 株式会社 LinkPro 代表取締役社長 山田 泰央 株式会社タズル 代表取締役 CEO 川下 敏久 株式会社夢テクノロジー 専務取締役 片野 裕之 株式会社夢テクノロジー 取締役 （6）資本金 300百万円 （7）株主及び持株比率 株式会社夢テクノロジー 10% 株式会社夢真ホールディングス 90% （8）決算期 9月 （9）主な事業内容 人材育成事業 （10）研修主任者 粂田 昌邦 日本 IBM出身、その後、人材研修ビジネスに従事 三河 忠由 日本 IBMにおいてシステム開発に従事 
 ４．今後の見通し   本件による、2016年 9月期の業績に与える影響はありません。 
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